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女ことばと翻訳：  

理想の女らしさへの文化内翻訳 

古川 弘子 

日本語で書かれた文学作品では、女ことばによって女性登場人物の女性性が強調されている。

この傾向は、文学のみならず他のメディア（テレビ番組、雑誌やマンガなど）でも同様に見られ、

言文一致運動が起こった 19 世紀後半から続いてきた（因, 2007, 2010; Inoue, 2003, 2004; 水本, 2005, 

2010; 上野, 2003; Levy, 2006; 中村, 2007a, 2007b）。 

外国語から日本語への翻訳を考えてみると、日本語の女性文末詞は翻訳テクストでも過剰に使

われ、女性登場人物の女性性が強調されている。これは翻訳者の持つ言語規範が翻訳に影響を与

えているからだと考えられる。英文 ‘I will run.’ からはその話し手がどれだけ女らしいか、また

は男らしいかを特定することはできない。しかし日本語では、翻訳者の文末詞使用によって「走

るわ」「走るの」「走る」「走るよ」「走るぜ」と、話し手の印象が女らしさや男らしさの細かいレ

ベルまで決められる。中村（2010：23）は、現在最も典型的な女ことばが見られるのは翻訳テク

ストであると指摘するが、女ことばの多用によって女性登場人物の女性性が強調されるために、

翻訳された作品と原書との印象に大きな差を生み出すことが考えられる。また、文学作品で多用

される女ことばは、社会におけるジェンダー・イデオロギー―社会で女性や男性がこうあるべき

とみなされている信念や知識―と深く関わっているといえる（中村, 2007b 他）。 

筆者はこれまで、日本語で書かれたり日本語に訳されたりした文学作品の中で女性性がいかに

強調されているかを分析し、イデオロギーとしての女ことばと翻訳との関わりについて知るため

に、1990 年代に出版されたテクストを中心に定性的・定量的研究手法の組合せによる文末詞研究

を行ってきた。ここではオカモトとサトウ（1992）の言語学研究を翻訳研究に応用し、新しいア

プローチによる研究を行った。本稿では、これまで分析してこなかった 2000 年以降に翻訳された

テクストにおける女性登場人物の文末詞使用を同様の研究手法で分析し、以下 5 点について考察

した。

（1）現代の日本人女性と翻訳テクストにおける女性登場人物の文末詞使用の比較

（2）女性主人公とその他の女性登場人物との文末詞使用の比較

（3）女性主人公の成長と文末詞使用の考察

（4）1990 年代と 2000 年代の翻訳テクストにおける文末詞使用の比較

（5）翻訳テクストと映画字幕との文末詞使用の比較

 さらに、女ことばとイデオロギーとの関連性を論理的に示し、この女らしさを強調する傾向、

本稿で定義する「文化内翻訳」が、日本社会でジェンダー・イデオロギー強化のために重要な役

割を果たしてきたということを議論した。 
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